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ネ ギ 直 は 栽 培 に お け る栽 植 密 度 試 験
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6施 肥 量
1ま え が き

本県のネギ栽培は数年来若千減少しているが,面積 1 5CKl
ha前後である。産地は都市近郊が多く,出荷は地場市場
と冬期間の東北,北海道向けが多く,大都市出荷は少ない。

作型は一部に秋まき夏秋どりがあるが,大部分は春まき秋
冬どりである。

ネギの栽培は定機 土寄せ,収穫調製に労力を多く要 し,

特に 7～ 8月 の定植には露地果菜の収穫やハウスの作付の

切りかえと労力の競合がひとく,こ れが産地形成,規模拡
大をさまたげている。

本試験はこれらの点を改善するため,小型機械を利用し

た直まき省力栽培による春まきネギの栽培の安定化をはか

る事を目的として実施したものである。

2試 験 方 法
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注笙導跛阜缶更報機 舌『鴛島8留]1:貫も:冒 '
の 3回行なった。

3試 験 結 果

, 直は栽培における収量と栽相密度との関係を知るた
め,裁植本数で 25本 /2■ ～ 100本 /2π まで25本 ごとに 4

区をもうけた。対照として移植の50本 /2π から300本 /2

2ま での 5処理区をあわせて検討した。なお裁植本数の調

整は,直はの場合はフ月中旬に,移植の場合は定植時にそ

れぞれ行なった。

2 直は栽培の場合,総収量の多いのは100本 /2π で以
下 75本 /22, 1∞本/2■ ,∞本/27, 25本 /2π の願
となった (図 1)。 移植の場合は綱取L S, くずを除い
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図 1 時期別にみた本政と収量の関係(直は)



東 北 農 業 研 究  第 21号 (1978)

た収量とも50本 /2■ , 100本 /2■ ,150本 /2■ ,200本

/2■ ,ω O本 /22の願であった。
3 規格別の収量は,直はの場合 25本 /2"は ■とLに

近いM級中心の大きさであり,本数も少なく低収量であっ

た (表 1,図 1)。 100本 /2■ ではS,く すが多くなり間

題があった。 75本 /2■ ではM級中心の大きさで収量も上

表 1 収穫期の規格別収量

がった。移檀栽培の場合, ∞本/27は ∞′～ 160′ のM

級中心の大きさであったが,150本 /2● ,200本 /2驚 は

S, くすが多くなった。

4 以上により,直は栽培の場合M級の収量を多くし,
S,く ずを少なくするには75本 /2π 程度の密度に調整する

と,収量も安定しかなりの水準が得られるものと思われた。
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日 2 ●体■により隋敵わけした収量 (時期別 )


